
（仮称）⻄当別道の駅線の実証運⾏内容（案）について

平成29年2⽉17⽇
当別町地域公共交通活性化協議会
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第３回協議会（書⾯会議）の意⾒収集内容①
開催期間：平成29年1⽉10⽇ 平成29年1⽉24⽇
■主な意⾒

分類 意⾒の内容 意⾒に対する考え⽅（案）

運⾏時期

運⾏時期は9⽉からとなっているが、道の駅の開業当
初は、⾮常に混み合い、駐⾞場や道路も渋滞が予想さ
れ、運⾏ダイヤに⽀障をきたす可能性もある。また、
道の駅の内容が決まっていない中で運⾏ダイヤの確定
は、困難と思われる。スケジュール的には、9月は実
証運⾏を⾏い、10⽉から本格運⾏にしてはどうか。
この場合、国への手続きは2月ではなく6月となる。

道の駅の運営内容が決定していない現状で運⾏ダ
イヤを組むのは困難と判断し、道の駅開業時期や
夏季・冬季期間の乗込み時期等を踏まえた路線構
築に向けておおむね1年間（H29.9 H30.9）の
実証運⾏期間の設定を検討する。

道の駅のプレオープンが7⽉頃と聞いており、駐⾞場
も半分程度しか完成していない予定だが、バスを運⾏

現在のところプレオープン時に運⾏する予定はな
い。駐⾞場整備が完了していなければバスの安全
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も半分程度しか完成していない予定だが、バスを運⾏
する考えはあるのか。

い。駐⾞場整備が完了していなければバスの安全
管理上困難だと判断する。

運⾏便数

運⾏時間が1番⻑いスウェーデンヒルズ地区までの便を減
便し、道の駅への接続便や新たな運⾏地区への便を検討し
てはどうか。

実証運⾏の便数は、道の駅⾃体の運営内容決定後、
平成29年6⽉開催予定の協議会で決定する。また、
本格運⾏については、平成29年9⽉からの実証運
⾏の利⽤状況を踏まえて決定する。

平⽇よりも休⽇の⽅が、バスを利⽤して道の駅に⾏く⼈が
多いと考えられるため、平⽇よりも休⽇の便数を多くして
はどうか。

地域間幹線も重複して運⾏する路線もあり、利⽤者の分散
は、補助⾦にも影響を与える可能性があるため、重複して
いない経路の便数を増やしてはどうか。

運⾏経路
スターライト地区の順路を逆にしてはどうか。 順路については、バス停設置場所も含めてｽﾀｰﾗｲﾄ

地区と協議の上設定する。バス停及びバス⾞内の
掲示や周知チラシを作成し、周知に努める。系統が5系統あるため、利⽤者に対する周知徹底が必要と

考える。



第３回協議会（書⾯会議）の意⾒収集内容②
開催期間：平成29年1⽉10⽇ 平成29年1⽉24⽇
■主な意⾒

分類 意⾒の内容 意⾒に対する考え⽅（案）

運⾏時間

スウェーデンヒルズ地区の住⺠がＪＲ⽯狩太美駅まで⾏く
のに25分もかかるが、耐えられる時間なのか。

実証運⾏の時間は、道の駅⾃体の運営内容決定後、
平成29年6⽉開催予定の協議会で決定する。また、
本格運⾏については、平成29年9⽉からの実証運
⾏の利⽤状況を踏まえて決定する。

道の駅にバスで⾏った後、次の復路の時間が、1時間半以
上あるが、滞在時間として⻑いと思われる。
道の駅発9：48ＪＲ⽯狩太美駅⾏きの利⽤者はいないと思
われる。
道の駅の開業時間に合わせたバスの時刻設定が必要なのか。
冬季だと15分程度外で待つことになる。
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冬季だと15分程度外で待つことになる。
スウェーデンヒルズ地区の利⽤者は、太美駅まで⾏くのに
迂回になってしまうため、途中下⾞し、幹線に乗り換える
ような時間設定になっているのか。

バス停

町道17線に設置を予定しているバス停については、
歩道がなく、JR⽯狩太美駅南⼝から距離があり、駅
に⾏くためには南２号を渡らなければならない。道の
駅の開業に伴い、南2号及び町道17線の交通量は増加
する可能性があるため、横断歩道もないことから子供
や高齢者等の事故の危険性を考慮し、設置しない方が
良いと思われる。

町道路管理者と協議し、設置について判断する。

スターライト地区のバス停は、1 2箇所程度が良い
と思う。また、設置場所も⾃宅の前に設置されること
に抵抗がある住⺠もいるため、迷惑にならない場所が
望ましいと思う。

スターライト町内会と協議の上、設置場所等を決
定する。



第３回協議会（書⾯会議）の意⾒収集内容③
開催期間：平成29年1⽉10⽇ 平成29年1⽉24⽇
■主な意⾒

分類 意⾒の内容 意⾒に対する考え⽅（案）

⾞両
⾞両についても9⽉の開業当初は、混雑が予想される
ので、14⼈乗りで乗り切れなかった場合柔軟に対応
できるような体制にしておく必要がある。

道の駅の開業による利⽤者の増加を想定し、中型
バス（40人乗り）分の予算を計上する。

その他

新規路線運⾏時は、利⽤者が混乱なく運⾏できるよう
に事前周知が必要と思われる。

路線案の決定後、新たに運⾏する経路に該当する
町内会に対し、周知を徹底する。また、平成29年
7⽉に周知チラシを作成し、町内全⼾配布する。

⻄当別道の駅線に町から⽀出するのであれば、本町地 北海道医療⼤学へ接続している地域間幹線につい
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⻄当別道の駅線に町から⽀出するのであれば、本町地
区の北海道医療⼤学⽣がよく使う時間帯の便を増やす
かバスを大きくする検討も必要と考える。

北海道医療⼤学へ接続している地域間幹線につい
ては、北海道医療⼤学と⼗分協議を重ねて検討し
ていく。



（仮称）⻄当別道の駅線の実証運⾏概要（案）

●運⾏開始⽇

●運⾏⽇
1月1日のみ運休

●運賃

スウェーデン
管理センター

⻄当別中学校

実証運⾏期間：平成29年9⽉頃 
平成30年9⽉30⽇

本格運⾏開始：平成30年10⽉1⽇ 
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当別町コミュニティバスの料⾦形態に準ずる

ＪＲ石狩太美駅

ロイズふとみ工場

●経費
約1,100万円（実証運⾏期間：約12ヶ⽉）
※運⾏経費は、当別町からの負担⾦をもって充てる。

●運⾏経路
右図のとおり
⼩型⾞両１台による運⾏
（14人乗りを想定）
※平成29年9⽉中は、中型バスの予算確保



運⾏路線図（案）

路線図及びバス停⼀覧
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【平日】実証運⾏ダイヤ（案）
運⾏ダイヤ（案）
運⾏便数 24便
運⾏時間 6:50 19：15
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【休日】実証運⾏ダイヤ（案）
運⾏ダイヤ（案）
運⾏便数 16便
運⾏時間 7:10 18:00
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運⾏系統（案）

運⾏系統数：5系統

①⻄当別市街地線
運⾏区間：ヒルズＥ-5-17 ＪＲ太美駅

②⻄当別道の駅線
運⾏区間：ヒルズＥ-5-17 （仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ

③スターライト線
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③スターライト線
運⾏区間：（仮称）スターライト中央 ＪＲ太美駅

④スターライト道の駅線
運⾏区間：（仮称）スターライト中央 （仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ

⑤道の駅線
運⾏区間：ＪＲ太美駅 （仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ



①⻄当別市街地線（案）

運⾏系統：①⻄当別市街地線
運⾏区間：ヒルズＥ-5-17 ＪＲ太美駅
運⾏時間： 25 分
運⾏便数 平⽇：２便 休⽇：２便
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②⻄当別道の駅線（案）
運⾏系統：②⻄当別道の駅線
運⾏区間：ヒルズＥ-5-17 

（仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ
運⾏時間： 32分
運⾏便数 平⽇：８便 休⽇：５便
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③スターライト線（案）

運⾏系統：③スターライト線
運⾏区間： （仮称）スターライト中央 

ＪＲ太美駅
運⾏時間：15分
運⾏便数 平⽇：6便 休⽇：4便
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④スターライト道の駅線（案）

運⾏系統：④スターライト道の駅線
運⾏区間： （仮称）スターライト中央 

（仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ
運⾏時間：２２分
運⾏便数 平⽇：２便 休⽇：５便
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⑤道の駅線（案）
運⾏系統：⑤道の駅線
運⾏区間：ＪＲ太美駅 

（仮称）北欧の⾵ 道の駅 とうべつ
運⾏時間：７分
運⾏本数 平⽇：６便
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今後のスケジュール（案）

協議会 備考

H29.2 平成28年度第４回協議会

H29.3

H29.4

H29.5
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H29.6 平成29年度第1回協議会 ⻄当別道の駅線実証運⾏内容決定

H29.7 周知チラシ配布

H29.8

H29.9 ⻄当別道の駅線実証運⾏開始
(H29.9 H30.9) （仮称）北欧の⾵道の駅とうべつ開業

Ｈ29.10 平成２９年度第２回協議会
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JR石狩太美駅（南口） 
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スウェーデン交流センター 

特別養護⽼⼈ホーム 

（仮称）⻄当別道の駅線の運⾏路線図（案） 
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